
復興交付金事業「（都）八幡築港線」の工事が完了しました！
（都）八幡築港線は，国際拠点港湾仙台塩釜港と仙台市内を結ぶ重要な路線となっています。

東日本大震災発生時には，ガソリン不足が深刻化するなか，県内で唯一の燃料基地となった塩釜

油槽所からの燃料輸送路として利用され，重要な役割を果たしました。

しかし，震災の影響により，大潮や大雨時の浸水被害を受けるようになったことから，災害時の緊

急避難路や緊急輸送路として地域の安全性を確保するため，道路を嵩上げし４車線化の整備を

進めて参りました。

おかげさまで地域のみなさまなどのご理解，ご協力をいただき，令和４年３月に工事を完了する

ことができました。
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完成後の状況

事 業 箇 所 塩竈市舟入地内外

延 長・幅 員 L=１.２㎞ W=１３.０（３０.０）m

事 業 期 間 平成２３年度～令和３年度

事 業 費 約７３億円

事業概要


